
 

   
令和５年３月 31日  

 
県立鎌倉高等学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 10日実施） 

総合評価（３月 27日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・複眼的多面的

な も の の 見

方、論理的対

話的で深い学

びを実践する

ためのカリキ

ュラム・マネ

ジ メ ン ト 構

築。 

・揺るぎない基

礎学力の上に

立つ、高度で

知的好奇心を

刺激する授業

づくり。 

・総合的な探究
の時間を中心
に、根拠に基
づく科学的思
考力、課題解
決力と表現力
を養う。 

1.主体的、対話的
で深い学びの
授業を土台と
し、生徒の探
究的な学びに
つながる授業
づくりにつと
める。そのた
めに個々の教
員の授業改善
に努める。 

2.生徒の課題研究
の充実を図るた
め、総合的な探
究の時間を中心
に、生徒の論理
性・科学的リテ
ラシーを伸長さ
せる指導法を組
織的に探究す
る。 

1.研究授業や研修会等
を計画的に実施し、
教員の指導力の向上
を図る。 

・一人一台のタブレッ
ト端末を活用した授
業研究を実施する。 

2.ＳＳＨ認定に向け、
探究活動の課題研究
活動における生徒に
育ませたい力を全職
員で共有し、指導法
を探る。 

・海外との交流および
その成果を通して、
グローバル人材の育
成を図る。 

1.公開授業及び研究
協議を年間２回以
上実施できたか。
また、他校への授
業見学を３回以上
実施することがで
きたか。 

・一人一台のタブレ
ット端末を利活用
した授業実践に向
けた研究会を年間
1 回以上実施でき
たか。 

2.外部識者による、
課題研究の充実に
むけた教員研修会
を年間 1 回以上実
施できたか。 

・ＳＳＨ認定後を見
据えた海外研修旅
行を計画できた
か。 

1.10 月６日に公開研究授
業と研究協議会を、３
月 16 日に課題研究発表
会と研究協議会を実施
できた。他校への授業
見学は、希望ケ丘高校
をはじめ３校を訪問し
た。 

・１学年の授業を担当し
ている教員間におい
て、タブレット端末の
使用方法や相互の授業
見学が行われていた
が、全体に向けた研究
会を実施することはで
きなかった。 

2.外部識者による、課題
研究に関する教員研修
会は実施できなかっ
た。 

・来年度末に理数教育推
進をテーマとした海外
研修旅行を計画する。 

1.研究協議や他校への
授業見学で、得た知
見やアイデアを職員
全体で共有し、教員
の授業に還元できる
仕組みを構築する。 

・来年度からは 1、２
学年において一人一
台端末を持つことに
なることから、より
一層、タブレット端
末を活用した授業事
例を全体で共有し、
協議する機会を作
る。 

2.課題研究の課題を明
確にし、その課題解
決に向けた取り組み
の中で、研修会を開
催する。 

・今年度より施行し
ている学習指導要
領に沿って実施さ
れている授業の取
組みやその成果、
共通テストへ向け
ての取組み内容を
報告書の中に明記
してほしい。 

1.学力進学重点校への授
業見学や、ＳＳＨ校へ
の訪問、他県の高校へ
の視察を実施し参加し
た職員の意識向上には
つながったが、その内
容を全職員で共有する
機会を持つことができ
なかった。 

2.ＳＳＨの申請について
は１年間見送りとなっ
たが今年度は K-ARP や
理数探究基礎の教材開
発を中心に取組んだ。 

・職員の意識醸成に向け
ての外部識者の教員研
修会を計画・実施でき
ず、意識をまとめてい
くことができなかっ
た。 

・Ｒ５年度末に理数の探
究を主題にした海外研
修旅行を企画し実施に
向けた準備に入った。 

1 引続き他校への訪問、
授業見学を重ねなが
ら、職員間での共有
方法を工夫し、たゆ
みない授業科改善を
推進していく。 

2.ＳＳＨの申請に向
け、引続き K-ARPと理
数探究基礎の教材開
発を推進し、生徒が
主体的に探究的な学
びを進めて行けるよ
うな体制をつくる。 

・高校教育課指導主事
やＳＳＨ先行実施校
の担当者等を学校に
招き、ＳＳＨとなっ
た際の具体的なイメ
ージを職員が共有す
るための研修会や情
報 交 換 会 を 実 施 す
る。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

・社会性、協調
性、体力、自
己管理能力、
人権意識を養
うための環境
整備。 

・部活動の活性
化。 

・一人ひとりの
個に応じた支
援を充実させ
る。 

1.伝統行事を生徒
主体で計画立案
および実施する
ことにより、生
徒一人ひとりの
主体性だけでな
く生きる力を涵
養する。また社
会性、協調性を
高め、自己肯定
感を高める場面
を創出する。 

2.生徒が自分に対
する人権を意識
し尊重するとと
もに、周囲の人
に対する人権を
も意識・尊重す
る指導を推進す
る。 

1.生徒が主体的に自己
の役割を認識し、創
造性を伸ばすような
取組みができるよう
支援を継続的に行
う。また生徒会執行
部の活動・部活動・
学校行事を執行部や
実行委員への支援に
よって運営し、コロ
ナ禍で可能な限り学
校全体の活性化を図
る。 

2.課題を持つ生徒の情
報を広く共有し、適
切な対応と指導につ
なげる。 

・ＳＮＳ関連等のトラ
ブル防止、登下校マ
ナーの徹底を指導行
事だけでなく普段か
らも広く注意喚起を
行う。 

・生徒一人ひとりの
主体性と自己肯定
感を高めるために
行事の準備から終
了後の片づけに至
るまで、支援をす
ることができた
か。 

・コロナ対策を行っ
たうえで可能な範
囲で伝統行事の維
持および発展に寄
与することができ
たか。 

・諸会議(学年・コ
ア・ケースなど)で
情報共有だけでな
く、具体的な解決
策を模索する機会
を設けたか。 

・トラブルや苦情に
対し最小限かつ再
発を防止すること
ができたか。 

1.コロナ禍で制約がある
中、今年度は合唱コン
クールも含めて全ての
学校行事を実施するこ
とができた。各行事に
おいては、生徒たちが
主体となって工夫を凝
らし、学校が一丸とな
って同じ目標に向かっ
て計画し、実施するこ
とができた。 

2. 左記の諸会議に加えて
「簡易版情報共有シー
ト」を作成し、職員全
体に支援を要する生徒
の周知を徹底した。そ
の結果、該当生徒に対
して直に対応する教職
員だけでなく学校全体
で支援方法を検討し実
践しようとする体制に
なりつつある。 

1.来年度からコロナ禍
以前の形態に戻るこ
とが想定され、学校
行事の規模が大きく
なることが予想され
る。数年ぶりの大規
模開催となることか
ら安全対策など綿密
な計画と外部との連
携が必要となる。 

 

2．ＳＮＳ関連のトラ
ブルの未然防止のた
めの啓発や、発生し
た際の対応につい
て、検証する必要が
ある。 

・一人一台タブレッ
ト端末を活用した
教育活動を展開し
ていることから、
ＳＮＳ関係などの
トラブルが多くな
っ て い る と 感 じ
る。心のケアを大
切にしてほしい。 

1. コロナ禍での制限もあ
り、従来のような活動
を行うことができなか
ったが、生徒会行事を
中心に生徒の主体的な
活動をすすめることが
できた。これにより生
徒の主体性や社会性、
協調性を高め、自己肯
定感を高めることがで
きた。 
2.ＳＮＳにまつわる悪
質な案件が生じた。生
徒への啓発の検証が必
要であることが再認識
された。 

・鎌倉警察署と密に連携
し、特に生活安全課の
スクールサポーターに
は毎週来校してもらい
校内の巡回を行った。
教員による巡回も一定
期間継続した。 

1 感染症対策にも留意し
つつ、従来の形態・
規模での学校行事の
実現を目指す。それ
に向け職員の意識や
目指すべき方向性を
明確にしていく。 

2.継続して警察署と綿
密に連携を図りなが
ら情報共有を密にし
て、学校としての毅
然とした姿勢を示し
ていく。 

・ＳＮＳの適切な使用
方法の指導について
は関係機関の助けも
得ながら、生徒に対
する指導を継続して
取組んでいく。 

・ＳＣの勤務が２倍に
増えることから、今
まで以上にカウンセ
リングの回数を増や
し、綿密な指導体制
をつくる。また新た
に導入されるＳＳＷ
の活用も図る。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 10日実施） 

総合評価（３月 27日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

・生徒一人ひと
りのキャリア
形成に則した
支援体制の整
備。 

・難関国公私立
大学への合格
者数を増加さ
せる。 

1.実力テストの選
定を見直し、定
点観測データの
確立に努め、経
年変化を職員全
体に還元する。 

2.昨年度大学入試
結果の難関国公
立大学への進学
者２名、スーパ
ーグローバル大
学トップ型への
現 役 進 学 率
8.7％、国公立
大学への現役進
学率 9.9％を超
え、生徒の志望
通りの進路が叶
うよう一層支援
する。 

1.定点データを職員全
体に資料提示し、解
説する機会を確保す
る。 

2.難関大学合格生徒に
共通する学習方法や
学習習慣の確立方法
を生徒に示し、学習
の自立に向けた行動
の確立につながるよ
う支援する。 

1.実力テストの結果
を単年度ではなく
経年変化として職
員全体に提示し解
説できたか。 

2.生徒の意識改革の
醸成に向け、『学
習・キャリアワー
クブック』や合格
者講話を活用出来
たか。令和４年度
入試の指標を超え
る こ と が で き た
か。 

1.実力テストの結果を経
年変化としてまとめ、
職員全員に示し啓発で
きた。 

2.進路集会や合格者講
話、『学習・キャリア
ワークブック』を活用
し、生徒の意識改革に
努めた結果、１年生２
年生の実力テストの結
果はこれまでを上回る
結果となった。 

 

1.現在県内各学校は５
年以内で転出する職
員（初任・再任用）
の比率が高いため、
職員集団が経年変化
を経験則として持つ
ことが難しい。今後
も職員全体が同じ視
点を持てるよう資料
の活用に努めたい。 

2.丁寧な指導にはマン
パワーが必要なた
め、勤務超過になら
ないよう配慮しつつ
継続したい。 

 

・大学志望のきっか
けとして、教授の
講演を聞いた、と
いう例もあること
から、鎌倉高校の
同窓会を活用し、
生徒の進路志望に
つながるような講
演などを実施して
ほしい。 

1.進路指導に明るくない
教員でも資料を活用し
ながらクラスの生徒の
指導ができるよう体制
を整えることができ
た。 

2.昨年度に比して超難関
大学への合格は１名に
とどまったが、スーパ
ーグローバル大学（ト
ップ型）への現役進学
率は 9.3%、国公立大学
への現役進学率は 11.5%
と昨年度を超える成果
となった。 

1.実力テストの活用に
ついて、各担任がさ
らに効果的に指導に
あたることができる
よ う な 工 夫 を 重 ね
る。 

2.現役進学率の向上を
目指すとともに、自
ら定めた目標を達成
するために生徒自ら
が深い学びに取組ん
でいくことができる
学習環境を整備して
いく。 

４ 地域等との協働 

・ コ ミ ュ ニ テ
ィ・スクール
を軸として、
地 域 、 同 窓
会、保護者、
大学、分教室
等と連携・協
働を深化させ
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 

1.コミュニティ・
スクールを軸
とした地域と
の 共 同 に よ
り、地域に根
ざした鎌倉高
校の在り方を
模索する。 

2.ＰＴＡや藤沢養
護学校分教室と
の連携を図り、
学校行事におい
て交流を図るだ
けでなく、職
員・生徒がつな
がりを意識する
ことができる機
会を積極的に作
り出す。 

1.コミュニティ・スク
ールからでた支援に
関する提言を学校運
営に活用する。 

2.学校行事だけでな
く、運営委員会、日
頃の情報交換を通し
て、ＰＴＡや分教室
と本校生徒との交
流・理解が深まり、
互いに良い相互作用
ができるよう支援を
行う。 

・ＰＴＡと連携し、学
校行事を中心に相互
に連携をし、学校全
体の活性化を図る。 

1.具体的な数値目標
を掲げた運営計画
案を提示し、それ
に対する評価およ
び必要な支援に関
する情報を効果的
に運用できたか。 

2.学校行事に加え、
日頃から情報交換
等の交流を通し
て、ＰＴＡおよび
分教室の生徒や職
員と深い理解に基
づいた協力関係を
築くことができた
か。 

・各行事においてＰ
ＴＡの参加および
連携を深めること
ができたか。 

1.具体的数値目標を掲げ
た運営計画を提示し、
それに対する評価およ
び支援に関する情報を
得ることができた。 

2.学校行事および生徒会
活動の実施においてＰ
ＴＡと連携を行うこと
ができた。藤沢養護学
校分教室との交流に関
しては、昨年度同様の
対面式に加え、鎌高祭
にも参加してもらい、
生徒間の交流の機会を
設けることができた。 

1.学校側、地域、両方
より相互で協力する
具体的な活動内容や
支援できる内容を具
体的に挙げた上で、
それに対する取り組
み状況を評価する必
要がある。 

2.藤沢養護学校分教室
との連携に関して
は、コロナ禍前のよ
うに合唱コンクール
での交流機会を設け
る等、協力関係を一
層深めていきたい。 

・学校が行ってきた
取り組みをＰＤＣ
Ａ サ イ ク ル に 則
り、客観的に評価
して報告書に載せ
てほしい。 

・ＰＴＡとの連携を
深めることができ
た。コロナ前に戻
る中で、以前の活
動内容が継続でき
るように活動して
ほしい。 

1.コミュニティ・スクー
ルでは今まで実施でき
なかったキャリア部会
も開催することがで
き、委員からの活発な
意見を聴取することが
できた。 

2.ＰＴＡ運営委員会とは
良好な協力関係を構築
し、定期的な運営委員
会を通じて、活発な意
見交換を行った。 

・藤沢養護学校分教室と  
は鎌高祭への参加等を
通じて職員相互の連帯
は深まった。生徒どう
しの交流は行うことが
できなかった。 

1.キャリア部会の複数
回開催を目指し、生
徒のキャリア支援に
つなげていくととも
に、学力進学重点校
エントリー校として
の取組みについても
議論をする。 

2.藤沢養護学校分教室
とは学校行事への参
加だけではなく、支
援学校のカリキュラ
ム等にも位置づけた
具体的な取組みも協
力し推進していく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

・全校一丸とな
って学校改革
に臨み、安全
で信頼される
魅力ある学校
づくに組織的
に取り組む。 

・教員の働き方
改革を推進す
るための意識
改革を図る。 

1.事故を起こさな
いという共通理
解を職員全員が
持ち、組織とし
て改善できる点
は早い段階で整
備をする。 

2.職員・生徒が災
害時の避難方法
の実践的イメー
ジがもてる、災
害に対する意識
の高い学校づく
りを行う。 

1.職員一人ひとりが
個々の業務について
内容や意義を明確に
理解した上で、マニ
ュアルに則って手順
通りに進める体制を
つくる。 

2.感染症対策に配慮し
つつ、工夫して、昨
年度より実践的な避
難訓練、防災訓練、
ＤＩＧ訓練等を実施
し全職員・生徒の防
災意識を高める指導
に取り組む。 

1.業務マニュアルに
ついて都度の見直
しや実施後の反省
を毎回行うことが
できたか。 

・特に入学者選抜に
ついて事故なく業
務を終えることが
できたか。 

2.感染症対策を行い
つつ、より実践的
な避難訓練、ＤＩ
Ｇ 訓 練 等 を 実 施
し、具体的な災害
等に対する意識を
高めることができ
たか。 

1.特に入学者選抜業務に
ついて、職員一人ひと
りがマニュアルを適切
に理解し業務にあた
り、事故なく終えるこ
とができた。  

2.感染症拡大防止対策を
行いつつ、昨年度実施
できなかった全校生一
斉避難の訓練、ＤＩＧ
訓練等を実施すること
ができ、職員生徒の防
災意識を高める指導に
取り組むことができ
た。 

1.各グループにおける
業務マニュアルにつ
いては、それぞれの
グループ内で工夫し
ている。ＰＤＣＡサ
イクルを重視した業
務改善、見直しを継
続して行っていく。 

2.防災訓練では今年度
実施できた全校生避
難の訓練の経験を活
かし、次年度は、出
火場所や被災状況等
に応じた訓練を実施
できるかたちを模索
したい。 

・防災訓練では、地
震に対する訓練だ
けではなく、津波
に対する訓練も行
ってほしい。鎌倉
高校は避難地域に
指定されているこ
と か ら 、 地 域 の
方々や観光客が避
難してきた際に避
難者を支援できる
ような生徒を育て
てほしい。 

1.入学者選抜については
職員全員がマニュアル
を理解し、運営・採点
含め事故なく終えるこ
とができた。 

・指定校推薦業務をはじ
め、その他の業務につ
いてもグループごとに
作業手順やマニュアル
を作成し事故がなかっ
た。 

2.校内での防災訓練は成
果をあげることができ
たが、鎌倉市や自治会
など地域と協働しての
話し合い等を持つこと
ができなかった。 

1.事故がなかったこと
に慢心せず、事故防
止に向け特にＰＤＣ
Ａサイクルを意識し
た業務進行を行う。 

2.鎌倉市や自治会なの
地域と連携する機会
をつくり、できる限
り地域のニーズも考
慮した防災計画の策
定を目指す。 

 


